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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の上部を覆う構造物に設置されると共に、植物が植えられる植栽部が載置される載
置部からなる緑化構造体を備えた屋上緑化装置において、前記緑化構造体を前記構造物に
支持する支持部と、前記支持部から前記緑化構造体の方向に突出させられる突出部と、前
記載置部の端部を前記緑化構造体の方向に湾曲させることで形成されて前記突出部に係止
自在な係止部とを備え、前記係止部は、側面視略円弧状を呈すると共に弾性変形自在とさ
れ、よって前記植栽部が載置される載置部が前記支持部を介して前記構造物に設置される
と共に、さらに前記緑化構造体に隣接して設置される足場板を備え、前記構造物から前記
足場板の上面までの高さが前記構造物から前記緑化構造体の上面までの高さと同一または
略同一になるように構成したことを特徴とする屋上緑化装置。
【請求項２】
　前記緑化構造体は、前記載置部に固定自在な、前記植栽部を被覆するネットを備えるこ
とを特徴とする請求項１記載の屋上緑化装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は屋上緑化装置に関し、具体的には、植物が植えられる植栽部などからなる緑
化構造体を建物の上部を覆う構造物に設置して緑化するようにした装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、植物が植えられる植栽部などからなる緑化構造体を建物の上部を覆う構造物
（具体的には、屋根や屋上など）に設置することで屋上などを緑化し、建物の断熱性など
を向上させるようにした屋上緑化装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。特
許文献１記載の技術にあっては、屋根に網目状の部材を敷設し、その上に土壌層や植栽マ
ットなどからなる植栽部を載置するように構成される。
【特許文献１】特開２００５－６８８００号公報（段落００１０，００１１、図１，３な
ど）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記した屋上緑化装置においては、建物に対する負荷を軽減させるため、そ
の重量は可能な限り軽量であることが望ましい。しかしながら、特許文献１記載の技術に
あっては、植栽部が載置されるべき網目状の部材を単に屋根に敷設する構成であるため、
網目状の部材を屋根に固定する固定部材（取り付け部材）が多数必要となって構造が複雑
になり、結果としてその分だけ重量が増加するという不具合が生じていた。
【０００４】
　従って、この発明の目的は上記した課題を解決し、構造を簡易にすることで軽量化し、
よって建物に対する負担を軽減させるようにした屋上緑化装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記した課題を解決するために、請求項１にあっては、建物の上部を覆う構造物に設置
されると共に、植物が植えられる植栽部が載置される載置部からなる緑化構造体を備えた
屋上緑化装置において、前記緑化構造体を前記構造物に支持する支持部と、前記支持部か
ら前記緑化構造体の方向に突出させられる突出部と、前記載置部の端部を前記緑化構造体
の方向に湾曲させることで形成されて前記突出部に係止自在な係止部とを備え、前記係止
部は、側面視略円弧状を呈すると共に弾性変形自在とされ、よって前記植栽部が載置され
る載置部が前記支持部を介して前記構造物に設置されると共に、さらに前記緑化構造体に
隣接して設置される足場板を備え、前記構造物から前記足場板の上面までの高さが前記構
造物から前記緑化構造体の上面までの高さと同一または略同一になるように構成した。
【０００７】
　請求項２に係る屋上緑化装置にあっては、前記緑化構造体は、前記載置部に固定自在な
、前記植栽部を被覆するネットを備えるように構成した。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に係る屋上緑化装置にあっては、植栽部が載置される載置部からなる緑化構造
体を構造物に支持する支持部と、支持部から緑化構造体の方向に突出させられる突出部と
、載置部の端部を前記緑化構造体の方向に湾曲させることで形成されて突出部に係止自在
な係止部とを備え、係止部は、側面視略円弧状を呈すると共に弾性変形自在とされ、よっ
て植栽部が載置される載置部が支持部を介して構造物に設置されるように構成、即ち、載
置部が係止部と突出部との係止によって支持部に固定されるように構成したので、構造を
簡易にする、具体的には載置部を支持部に固定する固定部材（取り付け部材）の数量を減
少させることが可能となり、よってその減少分だけ軽量化でき、建物に対する負担を軽減
させることができる。
【０００９】
　また、緑化構造体に隣接して設置される足場板を備えると共に、構造物から足場板の上
面までの高さが構造物から緑化構造体の上面までの高さと同一または略同一になるように
構成、換言すれば、足場板の上面と緑化構造体の上面との段差がなくなる（または少なく
なる）ように構成したので、上記した効果に加え、風の影響による不具合、例えば緑化構
造体の植栽部が風によってめくれ上がるといった不具合を回避できると共に、整備担当者
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の足場板と緑化構造体との往来が容易となってメンテナンス性を向上させることができる
。
【００１０】
　請求項２に係る屋上緑化装置にあっては、緑化構造体は、載置部に固定自在な、植栽部
を被覆するネットを備えるように構成したので、上記した効果に加え、植栽部に植えられ
た植物が風などによって飛散するのを効果的に防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付図面に即してこの発明に係る屋上緑化装置を実施するための最良の形態につ
いて説明する。
【実施例】
【００１２】
　図１はこの発明の実施例に係る屋上緑化装置を全体的に示す分解斜視図である。また、
図２は図１に示す屋上緑化装置が複数個配置された状態を示す平面図であり、図３は図２
のIII－III線拡大断面図、図４は図２のIV－IV線拡大断面図である。
【００１３】
　図１から図４において、符号１０は屋上緑化装置を示す。屋上緑化装置１０は、図１に
良く示す如く、建物１２（例えば工場や民家など。一部のみ示す）の上部１２ａを覆う構
造物、具体的には屋根１４に設置されると共に、植物が植えられる植栽部１６が載置され
る載置部２０などからなる緑化構造体２２と、緑化構造体２２を屋根１４に支持する支持
部２４ａ（図２，３で見えず）と、支持部２４ａから緑化構造体２２の方向に突出させら
れる突出部２４ｂ（図３で見えず）と、載置部２０の端部に形成されて突出部２４ｂに係
止自在な係止部２０ａ（図３で見えず）と、緑化構造体２２に隣接して設置される足場板
２６（図１で図示せず）などを備える。
【００１４】
　上記した屋根１４は、図１，３から分かるように折板屋根である。具体的には、屋根１
４は、建物１２の上部１２ａ（より具体的には梁）に図示しない固定部材によって固定さ
れるタイトフレーム３０と、タイトフレーム３０の上に設置される、複数個の折板屋根材
３２などからなる。
【００１５】
　タイトフレーム３０は、鋼材などから製作される帯状の鋼板を複数個の台形形状が並列
するように加工、換言すれば、山部３０ａと谷部３０ｂが連続して形成されるように加工
されてなる。
【００１６】
　図５は図１などに示す複数個の折板屋根材３２の一部を取り出して示す拡大断面図であ
る。尚、図５において、建物の上部１２ａとタイトフレーム３０を想像線で示す。
【００１７】
　折板屋根材３２は、例えばフッ素樹脂鋼板から製作されると共に、図５に示す如く、タ
イトフレーム３０の形状に沿って形成される。具体的には、折板屋根材３２は、タイトフ
レーム３０の山部３０ａから谷部３０ｂを介して隣接する山部３０ａに即し、側面視略Ｕ
字状を呈するように形成される。
【００１８】
　折板屋根材３２の両端部には、隣接して配置されるべき折板屋根材３２に接合自在な接
合部３２ａが設けられる。従って、折板屋根材３２の一端に設けられた接合部３２ａを、
隣接する折板屋根材３２の他端の接合部３２ａに係止させて折り曲げる、即ち、はぜ締め
することで、折板屋根材３２同士は接合されて連結される。尚、このはぜ締めにより、折
板屋根材３２の連結部分、換言すれば、屋根１４の山部１４ａには、側面視逆Ｌ字状を呈
する突起１４ｂが形成されることとなる（尚、図１においては、図示の簡略化のため、突
起１４ｂの図示を省略した）。
【００１９】
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　屋上緑化装置１０は、図２などにおいて符号１０ａ１，１０ａ２，１０ａ３で示す如く
、並列に複数個（３個）配置されると共に、それらを１個のブロックとし、符号１０ａ，
１０ｂ，１０ｃ，１０ｄで示すように、複数個（４個）配置されてなる。尚、以下におい
て、屋上緑化装置１０を屋上緑化装置１０ａを中心に説明するが、屋上緑化装置１０ｂ，
１０ｃ，１０ｄも略同一の構成であるため、以下の説明は屋上緑化装置１０ｂ，１０ｃ，
１０ｄにも妥当する。
【００２０】
　図６は図４に示す屋上緑化装置１０ａ１付近を示す拡大断面図であり、図７は屋上緑化
装置１０ａ２付近を、図８は屋上緑化装置１０ａ３付近を示す拡大断面図である。
【００２１】
　図１および図６から図８（特に図１）に示すように、屋上緑化装置１０の緑化構造体２
２を構成する植栽部１６は、断熱性および保水性を有するロックウール（人造鉱物繊維）
から製作されると共に、板状を呈する１枚の繊維ボード１６ａと、繊維ボード１６ａに植
えられる植物１６ｂ（図１にのみ示す）とを備える。植栽部１６の寸法は、例えば図２に
おける縦方向（図６～８で紙面左右方向）が９２０ｍｍ、横方向（長手方向）が４０００
ｍｍであり、厚さは約２０ｍｍである。尚、前記した植物１６ｂは、例えばスナゴケなど
である。
【００２２】
　載置部２０は、例えばビニールコーティングされた鉄線（線材）などを用いて製作され
、格子状を呈する複数個（２個）のメッシュボード（メッシュフェンス）からなる。また
、前述した如く、載置部２０の端部、正確には長手方向と直交する方向の両端部には、緑
化構造体２２の方向（上方）に湾曲させられ、側面視略円弧状（凸状）を呈する係止部（
凸部）２０ａが形成される。この係止部２０ａは弾性変形自在とされる。
【００２３】
　上記の如く構成された載置部２０の寸法は、例えば縦方向（図６～８で紙面左右方向）
が１１２０ｍｍ、横方向（長手方向）が２０００ｍｍである。また、載置部２０における
格子の寸法（メッシュ寸法）は、載置されるべき植栽部１６が格子孔から落下することの
ない値、例えば縦８０ｍｍ、横５０ｍｍとされる。
【００２４】
　緑化構造体２２は、植栽部１６などに加え、植栽部１６に固定自在な、植栽部１６を被
覆するネット３４を備える。ネット３４はポリプロピレンなどの樹脂材から製作され、そ
の目合は例えば１０ｍｍ目とされる。尚、ネット３４の寸法は、植栽部１６を被覆可能な
値、詳しくは植栽部１６の寸法に比して僅かに大きな値とされる。
【００２５】
　このように、緑化構造体２２は植栽部１６、載置部２０およびネット３４を備え、後述
する如く、紙面上方からネット３４、植栽部１６、載置部２０の順に積層されて多層構造
とされる。
【００２６】
　図９は図３に示す屋上緑化装置１０において破線Ａで囲まれた部分を示す拡大断面図で
あり、図１０は図３において破線Ｂで囲まれた部分を示す拡大断面図である。また、図１
１は図２に示す屋上緑化装置１０ａにおいて緑化構造体２２などを取り外した状態、別言
すれば、緑化構造体２２を取り付ける前の状態を示す拡大平面図である。尚、図示の簡略
化のため、図１１において屋根１４の図示は省略した。
【００２７】
　屋上緑化装置１０の支持部２４ａと突出部２４ｂは、図１および図６から図１１、特に
図１に示すように、Ｌ型鋼（アングル。以下「第１のＬ型鋼」という）２４である。即ち
、屋上緑化装置１０（１０ａ１）において、第１のＬ型鋼２４は、緑化構造体２２を屋根
１４に支持する支持部２４ａと、支持部２４ａから緑化構造体２２の方向に突出させられ
る突出部２４ｂとからなると共に、図示の如く、複数本（２本）備える。尚、第１のＬ型
鋼２４の長さは、載置部２０の横方向の長さ（２０００ｍｍ）の２個分、即ち、約４００
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０ｍｍとされる。
【００２８】
　屋上緑化装置１０は、第１のＬ型鋼２４に加え、第１のＬ型鋼２４の両端部付近に配置
される複数本（２本）の第２のＬ型鋼（アングル）３６と、第１、第２のＬ型鋼２４，３
６を屋根１４に支持する複数本（５本）の第３のＬ型鋼（アングル）４０とを備える。
【００２９】
　第２のＬ型鋼３６は、第１のＬ型鋼２４と同様、緑化構造体２２を第３のＬ型鋼４０な
どを介して屋根１４に支持する支持部３６ａと、支持部３６ａから紙面上方、具体的には
支持部３６ａから緑化構造体２２の方向に突出させられる突出部３６ｂとからなる。また
、第２のＬ型鋼３６の長さは、載置部２０の縦方向の長さ（１１２０ｍｍ）より僅かに短
い値とされる。
【００３０】
　第３のＬ型鋼４０は、第１あるいは第２のＬ型鋼２４，３６を支持する支持部４０ａと
、支持部４０ａから紙面下方、具体的には、屋根１４の方向に突出させられる突出部４０
ｂとからなる。第３のＬ型鋼４０の長さは、屋上緑化装置１０や屋根１４の大きさに応じ
て適宜設定される。尚、第１から第３のＬ型鋼２４，３６，４０は、例えば亜鉛メッキ鋼
板から製作される。
【００３１】
　上記した第３のＬ型鋼４０は、複数個の固定金具４２（図１で図示せず）によって屋根
１４（正確には屋根１４の突起１４ｂ）に固定される。図１２はその固定金具４２を示す
拡大側面図であり、図１３は図１２に示す固定金具４２の平面図である。
【００３２】
　図１２，１３に示すように、固定金具４２は、折板屋根用のつかみ金物（角はぜ用）で
あり、具体的には第１、第２の金具片４２ａ，４２ｂと、第１、第２の金具片４２ａ，４
２ｂとを組み付ける２組のボルト４２ｃ、ナット４２ｄとからなる。
【００３３】
　第１、第２の金具片４２ａ，４２ｂは、側面視略コの字状を呈し、背中合わせとなるよ
うにして配置される。第１の金具片４２ａにおいて第２の金具片４２ｂと接触する部位に
は、図示の如く、外側（即ち、第２の金具片４２ｂと離間する方向）に向けて湾曲する湾
曲部４２ａ１が形成される。また、第１、第２の金具片４２ａ，４２ｂの上部であって第
３のＬ型鋼４０と接する部位の適宜位置には、後述する固定用ボルトが挿通されるべきボ
ルト孔４２ａ２，４２ｂ１がそれぞれ穿設される。
【００３４】
　詳細な図示は省略するが、第１から第３のＬ型鋼２４，３６，４０の支持部２４ａ，３
６ａ，４０ａの適宜位置、正確には、固定金具４２に対応する位置には、固定用ボルトが
挿通されるべきボルト孔が穿設される。
【００３５】
　また、第２、第３のＬ型鋼３６，４０は、図１などから分かるように、屋根１４におい
て山部１４ａが形成される方向（矢印Ｃで示す）と略平行となるように配置される。一方
、第１のＬ型鋼２４は、第２、第３のＬ型鋼３６，４０と直交する方向（山部１４ａと直
交する方向）であって、緑化構造体２２の載置部２０の長手方向と略平行となるように配
置される。
【００３６】
　足場板２６は、図２または図１１などに示すように、緑化構造体２２に隣接する位置、
具体的には緑化構造体２２の周囲を取り囲むように複数個（正確には、１個の屋上緑化装
置１０ａにつき４個であり、屋上緑化装置１０ａ～１０ｄでは計１６個）配置される。足
場板２６は、金属材、例えばアルミニウム材から製作されると共に、整備担当者などが歩
行自在な長板形状とされ、その寸法は緑化構造体２２などに応じて適宜設定される。
【００３７】
　次いで、上記の如く構成された屋上緑化装置１０の屋根１４への取り付け（組み立て）
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について説明する。
【００３８】
　先ず固定金具４２を屋根１４に取り付ける。具体的には、図９，１０に良く示すように
、第１、第２の金具片４２ａ，４２ｂを屋根１４の突起１４ｂを挟むように配置、より具
体的には、第１の金具片４２ａの湾曲部４２ａ１と第２の金具片４２ｂとの間に形成され
る空間に突起１４ｂが位置されるように配置し、ボルト４２ｃとナット４２ｄで締結固定
する。尚、このようにして屋根１４に取り付けられた固定金具４２の位置を、図２または
図１１において黒四角印で模式的に示した。
【００３９】
　次いで、固定金具４２の上に第３のＬ型鋼４０を配置、正確には第３のＬ型鋼４０の支
持部４０ａが固定金具４２に接すると共に、突出部４０ｂが屋根１４の方向に突出するよ
うにして配置する。その後、第３のＬ型鋼４０の支持部４０ａの上に、第１、第２のＬ型
鋼２４，３６を敷設する。
【００４０】
　具体的には、図１などに示すように、第１、第２のＬ型鋼２４，３６の支持部２４ａ，
３６ａが第３のＬ型鋼４０の支持部４０ａに接すると共に、突出部２４ｂ，３６ｂが後に
取り付けられる緑化構造体２２の方向に突出するようにして配置、換言すれば、第１、第
２のＬ型鋼２４，３６の支持部２４ａ，３６ａが互いに向き合う（接する）ように配置す
る。これにより、突出部２４ｂ，３６ｂは緑化構造体２２を取り囲むように設置されるこ
ととなる。
【００４１】
　このとき、第１のＬ型鋼２４の突出部２４ｂと対応する（向き合うように配置される）
第１のＬ型鋼２４の突出部２４ｂとの離間距離、換言すれば、向き合うように配置される
突出部２４ｂにおいて載置部２０の係止部２０ａに接触する面２４ｂ１の離間距離（図１
１において符号ｌで示す）は、前述した載置部２０の縦方向の長さ（即ち、１１２０ｍｍ
）よりも僅かに小さい値とされる。
【００４２】
　次いで、固定金具４２とその上に配置された第３のＬ型鋼４０および第１、第２のＬ型
鋼２４，３６とを固定用ボルト４４と固定用ナット４６（図９，１０にのみ示す）を用い
て固定する。即ち、固定用ボルト４４を、第１あるいは第２のＬ型鋼２４，３６のボルト
孔、第３のＬ型鋼４０のボルト孔および固定金具４２のボルト孔４２ａ２（あるいは４２
ｂ１）に挿通し、固定用ナット４６を締めて締結固定する。
【００４３】
　その後、足場板２６を第１、第２のＬ型鋼２４，３６の周囲（外周）、別言すれば、後
に取り付けられる緑化構造体２２の周囲に隣接させて配置し、タッピングビス５０（図１
１に示す）によって第１、第２のＬ型鋼２４，３６に固定する。尚、理解の便宜のため、
図１１でタッピングビス５０を誇張して示した。
【００４４】
　次いで、緑化構造体２２を第１、第２のＬ型鋼２４，３６に固定する。具体的には、先
ず緑化構造体２２の載置部２０の係止部２０ａを、図６～８などに示す如く、第１のＬ型
鋼２４の突出部２４ｂに係止させる。即ち、前述した如く、第１のＬ型鋼２４の突出部２
４ｂと対応する第１のＬ型鋼２４の突出部２４ｂとの離間距離ｌは、載置部２０の縦方向
の長さよりも僅かに小さい値とされるため、載置部２０を第１のＬ型鋼２４の間に配置す
るとき、係止部２０ａは弾性変形して撓み、それによって係止部２０ａは突出部２４ｂに
係止される。これにより、載置部２０は、固定部材（取り付け部材）などを必要とするこ
となく、２本の第１のＬ型鋼２４の間に挟持されて固定される。
【００４５】
　このように、載置部２０の係止部２０ａは第１のＬ型鋼２４の突出部２４ｂに係止自在
とされ、よって載置部２０は第１のＬ型鋼２４の支持部２４ａを介して屋根１４に設置さ
れる。
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【００４６】
　そして、載置部２０を第２のＬ型鋼３６に、図１４に示すような載置部用固定金具５２
を用いて複数箇所（１個の載置部２０につき例えば２箇所。図１で丸印Ｄで示す）固定す
る。載置部用固定金具５２は、図示の如く側面視略Ｕ字状を呈し、その内部空間に載置部
２０の一端（載置部２０の長手方向の端部であって第２のＬ型鋼３６に近接する側の一端
）２０ｂを挟んだ後、ネジ５４を用いて第２のＬ型鋼３６の支持部３６ａに固定する。こ
のようにして載置部２０は第１、第２のＬ型鋼２４，３６に固定される。
【００４７】
　次いで、図６から図１０に示すように、載置部２０に植栽部１６を載置し、ネット３４
を植栽部１６に被覆させる。その後、ネット３４の端部３４ａと載置部２０の係止部２０
ａとをクリップ５６を用いて挟むことでネット３４を載置部２０に固定し、屋上緑化装置
１０が完成する。
【００４８】
　このとき、屋上緑化装置１０において、屋根１４から足場板２６の上面２６ａまでの高
さｈ１（図１０に示す）は、屋根１４から緑化構造体２２の上面２２ａ（正確にはネット
３４の上面）までの高さｈ２と同一または略同一になるように構成される。
【００４９】
　このように、植物１６ｂが植えられる植栽部１６などからなる緑化構造体２２を備える
屋上緑化装置１０を建物１２の屋根１４に設置して緑化することで、建物１２の断熱性な
どを向上させることができる。
【００５０】
　以上の如く、この発明の実施例にあっては、建物１２の上部１２ａを覆う構造物（屋根
）１４に設置されると共に、植物１６ｂが植えられる植栽部１６が載置される載置部２０
からなる緑化構造体２２を備えた屋上緑化装置１０において、前記緑化構造体を前記構造
物に支持する支持部（第１のＬ型鋼の支持部）２４ａと、前記支持部から前記緑化構造体
の方向に突出させられる突出部（第１のＬ型鋼の突出部）２４ｂと、前記載置部の端部を
前記緑化構造体の方向に湾曲させることで形成されて前記突出部に係止自在な係止部２０
ａとを備え、前記係止部は、側面視略円弧状を呈すると共に弾性変形自在とされ、よって
前記植栽部１６が載置される載置部２０が前記支持部２４ａを介して前記構造物１４に設
置されるように構成した。
【００５１】
　このように、載置部２０が係止部２０ａと突出部２４ｂとの係止によって支持部２４ａ
に固定されるように構成したので、構造を簡易にする、具体的には載置部２０を支持部２
４ａに固定する固定部材（取り付け部材）を不要とし、載置部２０を支持部３６ａに固定
する固定部材（載置部用固定金具５２）の数量も減少させることが可能となり、よってそ
の減少分だけ軽量化でき、建物１２に対する負担を軽減させることができる。
【００５２】
　また、前記緑化構造体２２に隣接して設置される足場板２６を備えると共に、前記構造
物（屋根）１４から前記足場板２６の上面２６ａまでの高さｈ１が前記構造物１４から前
記緑化構造体２２の上面２２ａまでの高さｈ２と同一または略同一になるように構成、換
言すれば、換言すれば、足場板２６の上面２６ａと緑化構造体２２の上面２２ａとの段差
がなくなる（または少なくなる）ように構成したので、風の影響による不具合、例えば緑
化構造体２２の植栽部１６が風によってめくれ上がるといった不具合を回避できると共に
、整備担当者の足場板２６と緑化構造体２２との往来が容易となってメンテナンス性を向
上させることができる。
【００５３】
　また、前記緑化構造体２２は、前記載置部２０に固定自在な、前記植栽部１６を被覆す
るネット３４を備えるように構成した。これにより、植栽部１６に植えられた植物１６ｂ
が風などによって飛散するのを効果的に防止することができる。
【００５４】
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　尚、上記において、屋上緑化装置１０の緑化構造体２２を建物１２の屋根１４に設置す
るように構成したが、建物の屋上などであっても良く、その意味から請求項１において「
建物の上部を覆う構造物に設置される」と記載した。
【００５５】
　また、植栽部１６や載置部２０などの寸法や材質などを具体的に示したが、それらは例
示であって限定されるものではない。また、屋上緑化装置１０ａ１，１０ａ２，１０ａ３
を並列に配置し、それらを１個のブロックとして４個（１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄ
）配置するように構成したが、これらの配列などは例示であって限定されるものではない
。
【００５６】
　また、植栽部１６にスナゴケを植えるように構成したが、それに限られるものではなく
、ハイゴケなどの他のコケ類あるいは草花などの他の植物を植えるように構成しても良い
。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】この発明の実施例に係る屋上緑化装置を全体的に示す分解斜視図である。
【図２】図１に示す屋上緑化装置が複数個配置された状態を示す平面図である。
【図３】図２のIII－III線拡大断面図である。
【図４】図２のIV－IV 線拡大断面図である。
【図５】図１などに示す複数個の折板屋根材の一部を取り出して示す拡大断面図である。
【図６】図４に示す屋上緑化装置の一部を拡大して示す拡大断面図である。
【図７】図４に示す屋上緑化装置の一部を拡大して示す、図６と同様な拡大断面図である
。
【図８】図４に示す屋上緑化装置の一部を拡大して示す、図６と同様な拡大断面図である
。
【図９】図３に示す屋上緑化装置において破線Ａで囲まれた部分を示す拡大断面図である
。
【図１０】図３に示す屋上緑化装置において破線Ｂで囲まれた部分を示す拡大断面図であ
る。
【図１１】図２に示す屋上緑化装置において緑化構造体などを取り外した状態を示す拡大
平面図である。
【図１２】図９などに示す固定金具を示す拡大側面図である。
【図１３】図１２に示す固定金具の平面図である。
【図１４】図１などに示す載置部を第２のＬ型鋼に固定するための載置部用固定金具を示
す拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　屋上緑化装置、１２　建物、１２ａ　（建物の）上部、１４　屋根（構造物）、
１６　植栽部、１６ｂ　植物、２０　載置部、２０ａ　係止部、２２　緑化構造体、２２
ａ　（緑化構造体の）上面、２６　足場板、２６ａ　（足場板の）上面、２４　第１のＬ
型鋼、２４ａ　（第１のＬ型鋼の）支持部、２４ｂ　（第１のＬ型鋼の）突出部、３４　
ネット
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